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サ ラ ワ ク の 森 林 開 発 小 史 ( 予 備 調 査 の 概 要 と 今 後 の 課 題 に つ い て )
金 沢 謙 太 郎 ( 神 戸 女 学 院 大 学 }
予 備 調 査 の 目 的 : 過 去 100 年 ほ ど の サ ラ ワ ク の 森 林 開 発 政 策 ・ 制 度 の 変 遷 を 調 べ る
予 備 調 査 の 期 間 : 2 0 0 2 年 8 月 末 か ら 約 2 週 間 現 地 へ
1890 年 代 後 半 、 「 ボ ル ネ オ の 鉄 木 」 と し て 知 ら れ る ブ リ ア ン (Eusi deroxy lon 
zwageri) は パ ラ ム 河 沿 い の 低 地 フ タ パ ガ キ 林 地 か ら 伐 り 出 さ れ 、 イ ン ド ・ ベ ン ガ ル 地
方 の 鉄 道 の 枕 木 と し て 、 ま た パ リ の フ ォ ー ブ ー ノ レ ・ モ ン マ ル ト ル 通 り の 舗 装 用 と し て
利 用 さ れ て い た 。 た だ し 、 19 世 紀 末 か ら 1940 年 代 半 ば ま で 、 サ ラ ワ ク の 輸 出 総 額 に
占 め る 木 材 の 割 合 は 3 " ' 4 % と 小 さ い も の で あ っ た 。 木 材 を 含 む 林 産 物 が 徴 税 対 象 と
さ れ た の は 、 1920 年 の 「 森 林 規 則 J に 始 ま る 。 そ し て 、 1930 年 と 1934 年 、 そ れ ぞ れ
「 保 存 林 J 及 び 「 保 護 林 」 と し づ 森 林 区 分 が 創 設 さ れ た 。 そ の 2 つ は と も に 木 材 需 要
に 応 え る た め に 保 護 さ れ る 「 永 久 林 J と 呼 ば れ 、 そ の 面 積 は 今 日 に い た る ま で 拡 大 さ
れ て い る 。 パ ラ ム 河 流 域 で 伐 採 活 動 が 本 格 化 す る 1 9 7 0 年 代 後 半 か ら サ ラ ワ ク の 丸 太 材
の 輸 出 は 急 増 の 一 途 を た ど る 。 特 に 1 9 8 5 年 か ら 1 9 9 0 年 に か け て サ ラ ワ ク の 森 林 面 積
は そ の 1 0 % (13 ， 0 0 0 k m
2
) 以 上 が 減 少 し て い る 。 サ ラ ワ ク の 丸 太 材 輸 出 は 1990 年 代 初
め に ピ ー ク は 超 え 、 今 後 数 年 以 内 に そ の 輸 出 は 終 息 に 向 か う と 予 想 さ れ る 。 こ の 間 、 1956
年 に 「 国 立 公 園 法 J、 1958 年 に 「 野 生 生 物 保 護 法 J が 制 定 さ れ た 。 し か し 、 2 0 0 0 年 現
在 、 国 立 公 園 及 び 野 生 生 物 保 護 区 に 指 定 さ れ て い る 面 積 は 州 総 面 積 の そ れ ぞ れ 1 . 5 %  
と 両 者 を 合 わ せ て も ま だ 3 % に 過 ぎ な い 。 ち な み に 、 I U C N の 報 告 に よ れ ば 1 9 9 4 年 時
点で、同様の面積の割合はサパ1~'1 4 . 5 % 、 カ リ マ ン タ ン 4 . 5 % 、 ブ 、 ル ネ イ 2 0 % 、 ボ ル ネ
オ 島 全 体 で 6 . 4 % と な っ て い る 。 ま た 、 1997 年 に サ ラ ワ ク 州 政 府 に よ り 新 設 さ れ た 生
物 多 様 性 セ ン タ ー は 現 在 ま で の と こ ろ 遺 伝 子 資 源 へ の 関 心 に 偏 向 し て い る 。 一 方 、 1954
年 に 永 久 林 以 外 の 森 林 は 、 州 に 帰 属 し 農 地 等 へ の 転 用 が で き る 「 州 有 林 J と 定 め ら れ
た 。 現 在 、 こ の 州 有 林 は 次 々 と 皆 伐 さ れ て 、 ア ブ ラ ヤ シ な ど モ ノ カ ル チ ャ ー の プ ラ ン
テ ー シ ョ ン へ の 転 換 が 進 展 し て い る 。 当 局 は 、 1 9 9 8 年 に 2 7 万 h a の サ ラ ワ ク の ア ブ ラ
ヤ シ 栽 培 面 積 を 2 0 1 0 年 ま で に 90 万 h a に 拡 大 さ せ る 計 画 で あ る 。
こ う し た 状 況 か ら 、 サ ラ ワ ク で は 国 立 公 園 な ど い く つ か の 保 護 区 が 地 図 上 の 「 点 J
と し て 残 り 、 そ れ 以 外 の と こ ろ は 改 変 、 開 発 さ れ 尽 く す 、 す な わ ち 圧 倒 的 な 面 積 の 開
発 地 区 と わ ず か に 残 る 保 護 地 区 に 景 観 が 二 極 化 さ れ る で あ ろ う と 予 想 さ れ る 。 プ ラ ン
テ ー シ ョ ン 開 発 に 対 し て は 、 と り わ け 先 住 民 族 の 数 の 多 い パ ラ ム 河 流 域 で は そ こ に 暮
ら す 地 域 住 民 か ら の 反 発 が 強 い 。 し た が っ て 、 今 後 残 り わ ず か な 原 生 林 だ け で な く 、
商 業 伐 採 後 の 二 次 林 や 先 住 民 の 生 業 空 間 を ど う 保 全 し て い く か が 重 要 な 課 題 で あ る 。
そ こ で 、 本 研 究 で は 、 森 林 の 減 少 に よ っ て 失 わ れ る 社 会 経 済 サ ー ビ ス の 具 体 化 に つ い
て 追 究 し た い 。 ま ず 、 社 会 歴 史 的 視 点 か ら 非 木 材 林 産 物 の 利 用 に 注 目 す る 。 加 え て 、
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非木材林産物の地理的分布にかんするフィールド調査を構想している。最終的には、
狩猟採集民のエコロジカルな知識や技術をも含めた生物と文化の多様性を維持可能に
する政策 ・制度の検討 ・提案を目標としたい。
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